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く
さ
ん
飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
牧
場
な
ど
で
牛
が
食
べ
て
い
る
新
鮮
な
青
草
が
サ
ラ
ダ
だ
と

く
水
分
が
抜
け
た
牧
草
は
、

発
酵
に
よ
り
栄
養
分
が
増
し
、

消

栄
養
を
考
え
た
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

農
業
と
酪
農

　
酪
農
を
も
っ

と
良
く
知
っ

て
も
ら
い
、

お
い
し
い
牛
乳
を
た

　
我
が
家
は
酪
農
農
家
で
、

乳
牛
を
飼
っ

て
い
ま
す
。

一
般
の

　
そ
れ
で
も
、

天
候
が
気
に
な
る
の
は
、

家
畜
の
エ
サ
と
な
る

作
っ

て
い
る
の
は
家
畜
の
飼
料
作
物
の
み
で
す
。

化
も
良
く
な
り
ま
す
。

第
２０
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農
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委
員
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会
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達

伊
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よ
う
や
く
夏
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

し
た
ら
、

保
存
し
た
牧
草
は
漬
物
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

程
よ

め
に
は
適
度
な
雨
と
寒
さ
も
必
要
で
す
。

秋
の
寒
さ
が
野
菜
に

だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、

野
菜
や
果
物
を
美
味
し
く
育
て
る
た

農
家
と
違
い
馬
鈴
薯
も
豆
や
ビ
ー

ト
も
作
っ

て
は
い
ま
せ
ん
。

甘
み
を
与
え
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
菜
園
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
分
っ

て
い
た

　
農
家
に
と
っ

て
の
好
天
と
は
、

晴
れ
た
日
が
続
く
こ
と
で
は

い
の
で
す
が
、

思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
例
年
通
り
、

い
え
例
年
以
上
の
好
天
と
な
れ
ば
良

　
結
局
、

畑
作
業
が
始
ま
っ

た
の
は
例
年
通
り
で
し
た
。

憶
測
を
よ
そ
に
、

３
月
に
は
打
っ

て
変
り
雪
の
日
々
で
し
た
。

　
２
月
の
暖
か
い
天
候
で
、

今
年
の
春
は
早
ま
り
そ
う
だ
と
の

　
牛
は
、

牧
草
の
ほ
か
に
配
合
飼
料
な
ど
人
間
と
同
じ
よ
う
に

牧
草
を
ロ
ー

ル
状
に
巻
き
ビ
ニ
ー

ル
で
覆
っ

て
保
存
し
ま
す
。

　
昔
は
サ
イ
ロ
に
貯
蔵
し
た
も
の
で
す
が
、

今
は
ほ
と
ん
ど
の

き
な
ビ
ニ
ー

ル
の
包
み
が
積
ん
で
あ
る
の
を
見
た
こ
と
は
あ
り

　
皆
さ
ん
は
、

牛
を
飼
っ

て
い
る
農
家
の
回
り
に
黒
や
白
の
大

牧
草
な
ど
を
刈
り
取
り
保
存
す
る
か
ら
で
す
。

ま
せ
ん
か
。

あ
れ
が
保
存
用
の
牧
草
で
す
。



早朝から深夜まで、時には明け方まで忙しく働きました。

農業は大変な仕事だと痛感したものでした。

　私は羊蹄山の麓で、両親と祖父母、四人兄弟の 　時代の流れで機械化が進み、昔は、父が馬で畑を起

長女として、家族の農業に従事する姿を見て育 　　こしていましたが、今では一家にトラクターが３台

ちました。 　　もあります。

　少しの水田の他、畑にはトマト・ナス・長 　　　現在　、私の家では、とうや・キタアカリ・男爵

いも・じゃがいも、家畜は馬・牛・羊・ニワ 　　  そして、大豆・小豆・麦を作っています。

トリがいる農家でした。 　　　６月末にはジャガイモの花が咲き、ピンク・白・

　何年か経った頃、父がプリンスメロンから 　　  薄紫の花のじゅうたんがとてもキレイです。

ネットメロンの栽培を始めました。 　　　春の種まき、秋の収穫の時期にはちょっと忙しい

　メロン栽培は、マルチを敷き、竹を立てて、 　　ですが、自分たちが植えた作物が育っていく素晴ら

トンネルを掛け、その中に植え付けをします。 　　しさを実感できる毎日です。

　収穫時期には、近所の人たちと共同で、昼は   手を掛ければ掛けるほど、それに答えるように育って

収穫、夜は撰果・メロンを入れる箱作りやシール くれる作物。子育てと一緒と思います。

張りなど、お盆の２日間以外は日曜も祭日もなく 　今は農業にやりがいを感じ、農業が大好きになりました。

　農業は、倶知安町の基幹産業のひとつです。 　子供たちが大きくなり家が手狭になった

　倶知安町で生産された作物は、町内はもとより、 ため、長女が高校生になる５年後位に家を

道内や本州各地で消費されています。 建て替える予定です。

　北海道は、日本の食料基地であり、倶知安町も 　 　現在の家は奥まっていて不便なため、父

その一翼を担っています。 　 名義の農地に家を建てたいと思っています。

　倶知安町農業の現状をお知らせします。 　 　父から、転用だけでも今年中にするよう言われてい

　 ますが、どのような手続きが必要でしょうか。

　

　 　

人 人 人 戸 　

　 　家を建てるため農地を転用する場合は、家の設計図

　 や資金調達の方法等を申請書に添付します。

　 　具体的な計画のない農地の転用は受け付けることが

　 できません。

　 　また、転用許可を受けた土地に家を建てなかったり

　 申請時と異なる建物を建てることはできませんので、

ha ha 　 詳細が決まってから申請をしてください。

ha ha 　 　転用の許可は、家の大きさに対して転用する農地の

ha ha 　 面積は適当であるか。その農地以外に家を建てる土地

ha ha 　 はないのか。家を建てることによる周辺農地への影響

ha ha 　 等を審査して許可するかどうかを決定します。

ha 頭 　 　転用申請をする農地の場所や周りの状況、家を建て

ha 頭 　 る人が農家か非農家かによっても許可されるかどうか

ha 羽 　 は異なります。

＊　このほかにも、色々な野菜が作られています。

＊　小数点以下四捨五入

Ｑ

1,349

708

◎　農 業 人 口

Ａ

***　詳しくは農業委員会へご相談ください　***
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ＪＡようてい女性部倶知安支部

　副支部長　滝沢美智子

倶知安町の農業事情
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◎　主な作物の作付面積・飼育数　　H20年度
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505
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畑

32馬鈴薯

ビート

大　豆

うるち米
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もち米
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小　麦

小　豆

48
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メロン
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肉　牛

321 鶏飼料作物 2,1050
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件 件 件 ha 今年も「農作物の即売会」を開催します。

会員の農家が、自慢の野菜を格安で販売します。　

開催日と場所は下記のとおりです。

消費者の皆さんと直接お話できるのを楽しみに

件 件 ha しています。

ご来店をお待ちしています。

と　き 11月3日

回 回 回 回 回 ところ 文化福祉センター

前　庭

 7：30～17:30

 (10月１日以降は、17:00まで） 

昼食1時間 午前・午後各15分

田植えのみ1食付き

農協を通じ、労災保険に加入

雇用主が行う経費は雇用主負担

作業が併用した場合や未経験者は、

協議する。

遅刻、早退は時給分を差引く

け
入
れ
ま
す
。
価
格
は
出
品
者
自

身
に
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

　
出
品
物
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
よ

う
て
い
と
も
協
議
を
し
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
規
約
に
沿

っ
て
い
れ
ば
ど
ん
な
出
品
物
も
受

出
会
い
が
増
え
、
世
界
が
広
が
る

か
と
思
い
ま
す
。
暇
を
見
つ
け
て

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
生
産
者
に
と
っ
て
自
分
で
陳
列

し
販
売
す
る
こ
と
は
、
畑
だ
け
の

毎
日
か
ら
消
費
者
や
同
業
者
と
の

の
直
売
で
す
。

議
会
の
副
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

会
の
代
表
と
し
て
本
事
業
運
営
協

　
私
は
倶
知
安
町
青
年
団
体
協
議

12

工
食
品
な
ら
年
中
出
品
可
能
で
す
。

た
だ
、
各
々
の
出
品
物
に
対
す
る

４条

30

3

業
は
３
年
間
で
終
わ
り
ま
す
が
、

基盤強化法

33

現況証明等

14 10

利用調整 現地調査

19

その他研修等

7

総　会

232.7

移動面積

変更面積

38.7

農地売買・賃貸借等件数

３条

◎　会議等開催回数

19

５条

　
　
倶
知
安
町

くっちゃん
アンテナショップ

い
に
、

　
　
　
　
青
年
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
本
郷
雅
敏

　
年
間
通
じ
て
営
業
す
る
の
で
、

衛
生
法
な
ど
の
認
可
が
取
れ
た
加

費
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し

　
こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
経
験
や

出
会
い
を
糧
に
し
て
、
直
売
の
み

な
ら
ず
観
光
農
園
や
フ
ァ
ー
ム
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
多
彩
な
農
家
が

出
て
き
て
、
も
っ
と
農
業
に
面
白

ま
せ
ん
。

全
責
任
（
売
れ
残
り
・
食
中
毒
な

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
願
っ
て

平成20年度の農業委員会業務実績

ど
）
は
出
品
者
が
負
わ
ね
ば
な
り

生
産
者
持
っ
て
い
る
知
識
、
経
験
、

い
世
界
が
訪
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と

妄
想
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

の
ご
利
用
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

こ
と
と
思
い
ま
す
。

小豆刈り

芋まき付け

除　　草 6,200

手  作  業 6,800

6,200

芋
拾
い

6,500

400

畑

6,600 780 980 400

400730

機械作業 400

協定賃金

920

400 送   迎

その他

920730 400

770 960

400

920

農作業名
連絡超勤1時間

経費

芋　切　り 6,200

田植え専門

田一般作業

920

730 休   息

労働時間

800 1,000

400

400

790

730

畑一般作業

田

賃　金

9906,700

賃　金

6,200 920

6,200 730

出
品
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
が
、
今
は
乱
立
す
る
直
売
所
の

戦
国
時
代
ま
っ
た
だ
中
。
安
易
な

上
げ
倍
増
は
間
違
い
な
し
で
す
。

た
だ
け
れ
ば
楽
し
さ
倍
増
、
売
り

直
売
所
に
売
り
子
と
し
て
来
て
い

い
ま
す
。

い
ま
す
。
計
画
的
な
「
雪
だ
る
ま
」

物
語
は
、
き
っ
と
ツ
ボ
に
は
ま
る

も
販
売
す
る
予
定
で
い
ま
す
。
こ

そ　　の　　他

　
今
年
の
７
月
か
ら
、
五
号
線
沿

だ
、
継
続
性
を
考
え
モ
ラ
ル
あ
る

　
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
意
見
で

1時間

平成21年度農作業協定賃金表

6

◎　農地移動等の状況

　
夏
に
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど

の
「
雪
だ
る
ま
」
が
農
業
者
と
消

認定農業者協議会からの

お 知 ら せ
農 地 転 用 等 件 数

※
　
協
定
賃
金
を
守
り
ま
し
ょ
う
　
※

　
こ
の
事
業
の
メ
イ
ン
は
農
産
物

食   事

保   険

価
格
設
定
は
自
ら
の
首
を
絞
め
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
本
事

今
回
う
ま
く
軌
道
に
乗
れ
ば
も
っ

と
大
き
な
事
業
の
礎
に
な
る
と
思



地区別会長・事務局長会議

　私が農業委員になってあっと言う間に1年が経ちます。 全道農業委員等特別研修会

　今まで、農業委員の倶知安町農業に対する熱意などは強 情報活動研修会

く感じていましたが、委員会活動についてあいまいな知識 農地等利用調整会議（１班）

しかなかったのも事実でした。 第１回　総　会

　自分が農業委員になり、諸先輩方の会話などを聞くうち、 農地等利用調整事前打合せ（1・2班）

思っていた以上の立場の重大さを感じ、また倶知安農業を 農地等利用調整会議（２班）

左右する職務なのではないかと感じました。 農地等利用調整会議（２班）

　この1年間、各地域の委員と交流する中で、自分の知識 農地等利用調整会議（１班）

の無さを痛感しました。最初は戸惑いばかりでしたが、毎 第２回　総　会

月の総会や研修会、各種会合、諸行事などに参加して、今 農地等利用調整会議（1・2・4班）

は色々と勉強の日々です。 第３回　総　会

　委員の立場や業務などを勉強をした中で、実際に農家の 山麓地区農業委員会協議会総会

人たちに納得してもらえるのか疑問に思う所もありますが、 後志地方農業委員会連合会総会

それを理解してもらう事が委員の役割なのかと感じます。

　その為には、農業委員として知識と経験を重ねた中で最

善の方策を検討し、倶知安農業の発展と、農家個々が今ま

で以上に意欲の出るような結論を出す事が重要と思います。

　今、農地法が大きく変わろうとしています。実際に高齢 広報編集委員会

化、小子化などで農家戸数が減っていく中で、農地の有効

利用など色々な問題は避けられません。又、地域環境に支 農地等利用調整事前打合せ（１班）

障が出る事も考えられます。

　私達農業委員も変化に遅れないよう勉強していかなけば

ばなりません。委員会を通して地域のみなさんに最新の情

報を伝られるように頑張りたいと思います。

　まだまだ未熟者ですが宜しくお願いします。

第６回　総　会

農業者年金は、農業者の老後をサポートする公的年金基金です。

国民年金だけでは不足する生活資金に上乗せして、

ゆとりある生活を目指します。

認定農業者や経営協定を結んでいる家族従事者には、

保険料の一部が助成される「政策支援」制度もあります。

若い時から加入し、少しづつ積立てていくのがお勧めです。

いつでも自由に加入･脱退・保険料変更ができます。
　 　

　１月３０日

　１月２０日

　１月２２日

農
政
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
の

「
農
地
法
改
正
」
な
ど
が
検
討
、

業
・
農
村
基
本
計
画
の
作
成
」
や

審
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
と
し
て
、
「
新
た
な
食
料
・
農
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６月11～12日

　４月２３日

　１月１９日

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

　４月１６日

農業委員会活動報告

　２月２０日

　１月３０日

農地等利用調整会議（２班）

　５月１１日

農地等利用調整会議（１班）

農地等利用調整事前打合せ（２班）

　５月１５日

　４月３０日

第５回　総　会　５月２６日

委員協議会研修視察（札幌・石狩）

確実に

全国会長大会・国会議員要請活動5月27～28日

　６月２6日

編
集
後
記

を
流
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

秋
の
収
穫
に
向
け
管
理
作
業
に
汗

ま
れ
て
春
作
業
も
順
調
に
終
わ
り
、

　
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
天
候
に
恵

（
三
条
）

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

に
提
案
、
要
請
活
動
を
行
な
っ
て

が
行
な
え
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

と
思
い
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

　
食
料
生
産
の
現
場
を
、
町
民
の

わ
っ
て
き
ま
す
。

ば
か
り
で
は
な
く
消
費
者
に
も
係

　
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
現
場

　
農
業
に
関
す
る
問
題
は
、
農
家

　
し
か
し
、
世
界
的
な
不
況
を
背

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
度
は

多
い
か
と
思
い
ま
す
。

景
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
農
家
も

の
意
見
を
踏
ま
え
活
力
あ
る
農
業

農地等利用調整会議（１班）

　４月２３日

　４月２７日

第４回　総　会　４月２７日

農地等利用調整事前打合せ（１班）

　４月１６日 農地等利用調整会議（１班）午前

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

（平成21年1月～21年6月）
　　　　　　　　　　農業委員　大橋章夫

　４月　９日

　２月２３日

　２月２７日

　４月　２日

内
田
や
よ
い

滝

澤

正

志

安

達

進

三

条

聡

　
ゆっくり

農 業 委 員 の 責 務

編

集

委

員

　３月３０日

　１月２２日

　２月１８日

　３月　６日

農地等利用調整会議（１班）午後

　４月１０日
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